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大豆品種のダイズシストセンチユウに対する

抵抗性と地域差について

野　　崎　　光　　夫

（宮城県負託）

1．ま　え　が　き

ダイズシストセンチュウの発生は広範囲にわたり，

その被害は甚大なものがある。

宮城県では昭和5d年度にセンチュウ抵抗性品種ネ

マシラズを奨励品種に編入した。また耕種面からの防

除対策を確立するため，昭和55年度からセソチュウ

発生の多い加美郡色麻村王城寺原開拓地に現地試験を

もうけたが，県内各地のセンチ1ウ発生は場と異なり，i

ネマシテズの抵抗性は必ずしも強くなかった。したが

って活力の異なる系統が存在するように思われたので

その現象を確認するため，東北農試刈和野試験地石名

坂ほ場のダイズシストセンチュウ感染土壌と，王城寺

原感染土脚こついて，強弱7品種を供試し昭和42年

度と同45年度の2カ年に調査を行なったので，その

結果について報告する。

2．試　験　方　法

試験Ⅰ（昭和42～45年度）

供試品種は　A．抵抗性が最強のものPel【ing，P工

90785．3．ネマシラズ以上の抵抗性と認められる

もの刈系21号，刈系22号。C．抵抗性が強いもの

ネマシラズ。上）∴抵抗性が弱いものミヤギシロメ，奥

羽15号の計7品種である。

センチュウ源は，A．宮城県加美郡色麻村王城寺原

シストセソチュウ感染土壌，B．東北農試刈和野試験

地石名坂シストセンチュウ感染土壌。

土壌処理は深さ40（調の無底コソクリート梶に無菌

土壌を入れ，感染土壌を播種満幅15の乃，深さ15（潤

の位置に約7（職の厚さにしきつめた。載植様式：瞳幅

d Oc研，珠間10の花1本立（播種後50日目に1株お

きに抜取調査し，株間20（職とした）。施肥量（㌦当

り成分含量ダ）：N2，f2056，K20占。播種期．

昭和42年度は‘月12日，同45年度は占月15日。

試験皿（昭和45年度）

供試品種はA・p工907°5，B．刈系22号，C．

ネマシラズ，仇　奥羽15号，センチュウ源は試験Ⅰ

と同じ，土壌処理は火山灰土壌を焼土し2万分の1ポ

ットに充塀し各土壌のシストセンチュウ蔵卵シストを

1ポット当り200ずつ深さ7～10の兜の位置に混入し

た。播種期7月1日。

3．試験結果ならびに考察

試験Ⅰ

播種後50日における抜取調査の結果を第1表に示

したが，刈和野土壌に比較し王城寺原土壌は各品種と

も茎長低く，茎細で分枝数少なく，地上部，地下部と

もに乾物重が少なく，栄養生長量は著しく低下した。

着生シスト数は最強品種Pekingには王城寺原，

刈和野土壌ともにきわめてわずかであるが着生した。

またP工907d5は王城寺原土壌では着生しているが，

刈和野土壌には着生しなかった。そのほかの各品種吼

強弱品種の如何にかかわらず王城寺原の着生シスト数

ならびに根室1才当りシスト数は圧倒的に多かった。

シスト数の比較を王城寺原土壌について強品種刈系21

号，同22号とネマシラズの関係についてみると，ネ

マシラズより強いといわれている刈系2．1号，同22

号のシスト数はやや多かったが，これを刈和野土壌に

ついてみると逆の結果となった。すなわち刈和野土壌

においては刈系21号，同22号はきわめて少なく，

同品種に比較しネマシラズの着生シスト数は約2倍か

ら5倍に達した。収種物調査の結果は1部株枯病など

の発生によりやや乱れたが，抜取調査とほぼ同様の傾

向を示した。すなわち各品種とも王城寺原土壌はすべ

てにおいて劣り，総量，子実重ならびに百粒重も低下

した。
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第1衷　抜　取　調　査　（播種後5D日）　　　　　　　　　　　　1枚当り（2カ年平均）

品　　 種　　 名 処　　　 理 茎　 長
主 事

節 数
分 枝 数

茎 の

太 さ

地 上 部

乾 物 重
根 乾 物 重

着　 生

シ ス ト数

板 重

1 才当 り

シ ス ト数

P e k i n g

王　 城　 寺
CT花 節 本

間 ダ 才

8 1 5 0．1 85 0．5 1 1．5 2．0 5．4 5．8 8 n 8 2

刈　 和　 野 5 2．4 1 2．5 2．7 5．8 5．2 7 1．0 4 n 2 n 1 9

アⅠ 9 0 7 8 5

王　 城　 寺 2 8．9 1 1．8 2．5 4 8 2．8 8 0．d 9 0．1 n 1 4

刈　 和　 野 5 2．4 1 2．9 2．9 5．0 4 5 5 8 7 9 0 0

刈　 系　 2 1　 号

王　 城　 寺 5 5．9 1 5．0 5．0 5．7 4 5 8 1．0 0 4 6．0 4 8．0

刈　 和　 野 4 0．8 1 5．8 5．0 5．7 占．4 2 t 2 1 1 0．0 8 2

刈　 系　 2 2　 号

王　 城　 寺 5 4 8 1 2．5 2．7 5．4 4 5 9 1．0 1 4 4 5 4 5．9

刈　 和　 野 4 2．1 1 5．1 5．1 6．0 8．2 5 1．4 2 8．5 4 4

ネ　 ヤ　 シ　 ラ　 ズ
王　 城　 寺 4 2．8 1 2．8 5．0 5．7 5．1 5 1．口7 5 6．1 5 5．7

刈　 和　 野 5 0．1 1 5．7 5．7 占．1 Z 7 5 1．5 9 2 0．5 1 4 8

ミヤ ギ　 シ　 ロ　 メ
王　 城　 寺 5 2．8 1 1．7 1．2 5．7 4 4 8 1．2 5 9 1．4 7 2．2

刈　 和　 野 4 1．9 1 2．8 2．5 8，5 7 7 5 1．7 5 d D．5 5 4 9

奥　 羽 1 5　 号

王　 城　 寺 4 1．9 1 2．1 2．4 5．4 5．7 5 1．1 1 1 7 7 2 1 5 見る

刈　 和　 野 4 8．d 1 5．1 5．5 8．1 Z 7 8 1．7 2 1 5 8．5 8 0．4

試験Ⅱ

播種後55日における抜取調査の結果を第2表に示

した。生育は処理間に大きな差はないが，着生シスト

数では大きな差がみられた。すなわち，Pエ907d5

の抵抗性は強く各土壌ともにシストの着生はみられな

かった。刈系22号では刈和野土壌に比較し王城寺原

土壌は2・‘倍，同じくネマシラズ2．5倍，弱品種の奥

第2表　抜　取　調　査　（播種後55日）

羽15号では1，1倍となり，いずれも王城寺原土嚢の

着生シスト数はきわめて多かった。

第5表は収穫物調査の結果であるが，弱品種ほどシ

ストセンチュウによる減収程度が大きく，また土壌間

では王城寺原土壌の減収程度がやや大きい傾向がみら

れた。

1株当り（昭45）

地　　 理 茎　 長
主　 茎

分 枝 数
茎　 の 地 上 部 板 着 生 シ

敬 重

1 才 当 り

シ ス ト数
節　 数 太　 さ 乾 物 重 乾 物 重 ス ト数

対　　 象
C77王 節 本 m 牙 グ

－5 8．9 1 5．5 5．5 4 1 ス4 1．8

王 城 寺 5 7 5 1 2．5 4 8 4 1 8．5 1．0 D n

刈　 和　 野 5 8．8 1 2．5 4 9 4 0 ヱ4 1．0 0 0

対　　 象 4 9．占 1 5．5 5．8 5．8 a 9 1．1 － －

王 城 寺 4 9．9 1 5．0 5．0 5．7 鼠1 1．4 9 2 d d

刈　 和 野 5 0．5 1 5．0 4 5 5．4 8．2 1．5 5 2 2 5

対　　 象 5 °．4 1 5．0 5．8 4 8 Z 8 1．1 －

1 1 0王　 城 寺 5 7 4 1 2．5 4 5 4 5 邑1 1．1 1 2 2

刈　 和　 野 5 5．5 1 乙0 4 8 4 2 Z d 1．0 4 7 4 7

対　　 象 5 8．9 1 5．5 5．5 5．2 9．0 1．5 －

王　 城 寺 5 2．8 1 2．5 5．5 4 9 8 7 1．口 2 7 7

刈　 和 野 5 1．9 1 1．5 5．2 4 5 a 5 1 1 2 °9
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以上のように試験Ⅰの結果P工9076引は刈和野土壌

においてはシストの着生はなかったが，王城寺原士魂

ではわずかに着生した。またPekingは各土壌とも

にわずかであるが着生した。刈系21号，同22号の

シスト数は王城寺原土壌ではネマシラズよりやや多か

ったが，刈和野土壌ではネマシラズが圧倒的に多く逆

の傾向となった。このことについては調査回数が少な

第5表　収穫物調査

いので，なお検討を要する。

各品種とも全般に王城寺原土壌が刈和野土嘆に比較

してシスト数多く，生育ならびに収量も低下した0

また試験皿ではP工907°5のシストの着生は認めら

れなかったが，ほかの品種では奥羽15号が最も多く，

次いでネマシラズ，刈系22号の順となった。

この2試験から王城寺原土壌と刈和野土壌における

（1株当り）

品　　 種　 名 処　　　 理 茎　 長 節　 数 分 枝 数

茎 の

太 さ

英　 数 茎　 重 子 実 重

子 実 重 対

対 象 区

比 率

百 粒 重

P 工　9 0 7 8 5

対　　　 象
8 2晋

節 本 m
箇 グ ダ 喀 ダ

1 5 ．5 5 ．5 4 8 5 1．8 7 5 1 2 ．5 1 0 ∩ 1 1．5

王　 城　 寺 占 1．5 1 2 ．8 4 9 4 9 5 5 ．8 8．9 1 2．4 1 0 0 1 0．8

刈　 和　 野 6 1．8 1 2 ．8 4 8 4 7 5 0，8 7 5 1 5 ．1 1 〔1 7 1 0．5

刈　 系　 2 2 号

対　　　 象 4 9．8 1 5 ．0 4 5 ム 2 5 1．5 1 1．5 1 8．5 1 0 0 2 1．2

王　 城　 寺 4 8．9 1 5．0 5．8 5．9 2 5．0 1 1．0 1 5 ．2 8 5 2 0．8

刈　 和　 野 4 9．5 1 5．D 5．5 5．9 2 5 ．5 見る 1 5 ．5 8 4 1 9．9

ネ マ　 シ ラ　 ズ

対　　　 象 5 8．2 1 5．1 4 0 5．8 5 5 ．5 1 2 ．1 1 ヱ 5 1 0 0 2 1．1

王　 城　 寺 5 4 1 1 5 ．2 5 ．5 5．5 2 5．0 鼠 8 1 5 ．5 7 7 2 0．8

刈　 和　 野 5 占．5 1 5 ．0 4 0 5 ．9 2 5．2 1 0．1 1 4．5 8 1 2 1．2

奥　 羽 1 5 号

対　　　 象 5 7 5 1 2 ．8 5．0 5．5 5 2．5 1 2 ．5 1 ヱ 5 1 0 0 2 2．7

王　 城　 寺 5 5．8 1 1．5 2 ．0 4 4 1 4 〔） 鼠占 鼠 5 5 5 1 Z 5

刈　 和　 野 5 2．5 1 2．8 2 ．5 5 ．1 2 0．5 鼠 5 1 0．2 5 8 1 ス 2

ダイズシストセンチュウの系統の差は明らかであり，

王城寺原土に■…シスト七ソチュウは刈和野土壌シストセ

ンチュウに比較し強い病原性をもっているものと考え

る。

らみて，本県における王城寺原糸シストセンチュウは

現在のところ，県南の一部と県中部の王城寺原開拓地

一帯に発生しているものと思われる。この活力の強い

七∵／チュウに対し抵抗性をもつ品種の育成を強く望む

大豆奨励品種決定現地調査は，採種は，そのほかか　　ものである0


